
Ｑ．（標準問題精講３p141研究） 

積分区間の揃え方が分かりません。 

 

 

Ａ． 

まず、標問５９の（２）を利用したいので、Ｉを                 
 

 
の形に近づけ

る必要があります。 

まず、       の、中身の関数 f(x)の部分を揃えます。 

        を    型に、        を        型に揃えます。 

  
   

   
…①とおくと、 

           定数     

                定数        の形にそれぞれ揃えられます。 

Ｉはもともと、α→βで dxだったので、dtに置換するには 

ｘ：α→β 

ｔ：０→１  （※①にα、βをそれぞれ代入） 

に積分範囲が変わります。 

また、①をｘ＝の形にすると          なので、          になります。 

これらを元のＩの式に戻して 

                          ・       
 

 
 となります。 

 

積分区間をそろえるというよりは、置換するために変数ｔを設定することでそれに応じ

て積分区間が変わったという感じです。逆にいうと、Ｂの結果を利用したいので、積分

区間が０→１になるようにｔを設定してあります。 

  
   

   
とおく、という発想は必ずしも思いつける必要はありませんが、このように誘

導で設定された場合に、その流れにのって式変形と処理ができるようになっておく必要

はあります。 


